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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年8月3日(2017.8.3)

【公表番号】特表2016-523891(P2016-523891A)
【公表日】平成28年8月12日(2016.8.12)
【年通号数】公開・登録公報2016-048
【出願番号】特願2016-522936(P2016-522936)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   1/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ    1/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/00     　　　Ｈ
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ｃ０７Ｋ    1/10     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ    7/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月26日(2017.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　１つの実施形態によれば、
　前記ペプチドが、下記：
　（ａ）配列Ｘａａ１Ｘａａ２Ｘａａ３Ｘａａ４ＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭＰＦ
ＡＴＰＭＥＡＥＬＡＲＲＳＬＡＱＤＡＰＰＬ［配列番号１］からの８又はそれ以上の連続
するアミノ酸残基、ここで前記配列において、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、
Ｘａａ２は不在であるか、又は親水性アミノ酸であり、Ｘａａ３は不在であるか、又は親
水性アミノ酸であり、そしてＸａａ４は不在であるか、又は１又は２以上の親水性アミノ
酸であり、
　（ｂ）配列Ｘａａ１Ｘａａ２Ｘａａ３ＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭＰＦＡＴＰＭ
ＥＡＥＬＡＲＲＳＬＡＱＤＡＰＰＬ［配列番号２］からの８又はそれ以上の連続するアミ
ノ酸残基、ここで前記配列において、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、Ｘａａ２

は不在であるか、又は親水性アミノ酸であり、そしてＸａａ３は不在であるか、又は１～
１０個の親水性アミノ酸であり、
　（ｃ）配列Ｘａａ１Ｘａａ２ＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭＰＦＡＴＰＭＥＡＥＬ
ＡＲＲＳＬＡＱＤＡＰＰＬ［配列番号３］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基
、ここで前記配列において、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、そしてＸａａ２は
不在であるか、又は１～４個の親水性アミノ酸であり、
　（ｄ）配列ＳＫＫＫＫＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭＰＦＡＴＰＭＥＡＥＬＡＲＲ
ＳＬＡＱＤＡＰＰＬ［配列番号４］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、
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　（ｅ）配列番号１－４の何れか１つの配列、
　（ｆ）配列ＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭＰＦＡＴＰＭＥＡＥＬＡＲＲＳＬＡＱＤ
ＡＰＰＬ［配列番号５］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、
　（ｇ）配列番号５の配列、
　（ｈ）配列ＬＡＭＰＦＡＴＰＭ［配列番号６］からの８又はそれ以上の連続するアミノ
酸残基、
　（ｉ）配列番号６の配列、
　（ｊ）ＦＡＴＰＭＥＡＥＬ配列番号７］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基
、
　（ｋ）配列番号７の配列、
　（ｌ）配列Ｘａａ１Ｘａａ２Ｘａａ３Ｘａａ４ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴＩ
ＲＬＴＡＡＤＨＲ［配列番号８］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、ここで
前記配列において、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、Ｘａａ２は不在であるか、
又は親水性アミノ酸であり、Ｘａａ３は不在であるか、又は親水性アミノ酸であり、そし
てＸａａ４は不在であるか、又は１又は２以上の親水性アミノ酸であり、
　（ｍ）配列Ｘａａ１Ｘａａ２Ｘａａ３ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴＩＲＬＴＡ
ＡＤＨＲ［配列番号９］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、ここで前記配列
において、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、Ｘａａ２は不在であるか、又は親水
性アミノ酸であり、そしてＸａａ３は不在であるか、又は１～１０個の親水性アミノ酸で
あり、
　（ｎ）配列Ｘａａ１Ｘａａ２ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴＩＲＬＴＡＡＤＨＲ
［配列番号１０］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、ここで前記配列におい
て、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、そしてＸａａ２は不在であるか、又は１～
４個の親水性アミノ酸であり、
　（ｏ）配列ＳＫＫＫＫＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴＩＲＬＴＡＡＤＨＲ［配列
番号１１］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、
　（ｐ）配列番号８－１１の何れか１つの配列、
　（ｑ）配列ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴＩＲＬＴＡＡＤＨＲ［配列番号１２］
からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、
　（ｒ）配列番号１２の配列、
　（ｓ）配列ＥＦＴＶＳＧＮＩＬ［配列番号１３］からの８又はそれ以上の連続するアミ
ノ酸残基、
　（ｔ）配列番号１３の配列、
　（ｕ）配列Ｘａａ１Ｘａａ２Ｘａａ３Ｘａａ４ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦ
ＬＡＱＰＰＳＧＱＲＲ［配列番号１４］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、
ここで前記配列において、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、Ｘａａ２は不在であ
るか、又は親水性アミノ酸であり、Ｘａａ３は不在であるか、又は親水性アミノ酸であり
、そしてＸａａ４は不在であるか、又は１又は２以上の親水性アミノ酸であり、
　（ｖ）配列Ｘａａ１Ｘａａ２Ｘａａ３ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬＡＱＰ
ＰＳＧＱＲＲ［配列番号１５］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、ここで前
記配列において、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、Ｘａａ２は不在であるか、又
は親水性アミノ酸であり、そしてＸａａ３は不在であるか、又は１～１０個の親水性アミ
ノ酸であり、
　（ｗ）配列Ｘａａ１Ｘａａ２ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬＡＱＰＰＳＧＱ
ＲＲ［配列番号１６］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、ここで前記配列に
おいて、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、そしてＸａａ２は不在であるか、又は
１～４個の親水性アミノ酸であり、
　（ｘ）配列ＳＫＫＫＫＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬＡＱＰＰＳＧＱＲＲ［
配列番号１７］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、
　（ｙ）配列番号１４－１７の何れか１つの配列、
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　（ｚ）配列ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬＡＱＰＰＳＧＱＲＲ［配列番号１
８］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、
　（ａａ）配列番号１８の配列、
　（ｂｂ）配列ＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦ［配列番号１９］からの８又はそれ以上の
連続するアミノ酸残基、
　（ｃｃ）配列番号１９の配列、
　（ｄｄ）配列ＳＬＬＭＷＩＴＱＣ［配列番号２０］からの８又はそれ以上の連続するア
ミノ酸残基、
　（ｅｅ）配列番号２０の配列、又は
　（ｆｆ）複数の上記（ａ）～（ｅｅ）の組合せ、
から成る群から選択されたアミノ酸配列を含むか、それらから実質的に成るか、又はそれ
らから成る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５５９】
１．４　ペプチド接合体の調製
ペプチド
ＡｃＮ－Ｃｙｓ－Ｓｅｒ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－Ａｓｎ－Ｌｅｕ－Ｖａｌ－
Ｐｒｏ－Ｍｅｔ－Ｖａｌ－Ａｌａ－Ｔｈｒ－Ｖａｌ－ＯＨ２５［配列番号２１］
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５６４】
　Ｃｙｓ－Ｓｅｒ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－ＮＨ２［配列番号２２］
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５６８】
　Ａｃ－Ｃｙｓ－Ｓｅｒ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－ＮＨ２　２４［配列番号２
２］
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５７２】
ペプチド接合体
　Ａｃ－Ｃｙｓ－Ｓｅｒ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－ＮＨ２　２４［配列番号２
２］のチオール－エン反応産物及びビニルパリミテート　２２のチオール－エン反応生成
物
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５７６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５７６】
　Ｃｙｓ－Ｓｅｒ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－ＮＨ２［配列番号２２］及びビニ
ルパルミテートのチオール－エン反応性生物２０
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５７９】
　Ａｃ－Ｃｙｓ－Ｓｅｒ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－Ｌｙｓ－Ａｓｎ－Ｌｅｕ－Ｖａｌ－
Ｐｒｏ－Ｍｅｔ－Ｖａｌ－Ａｌａ－Ｔｈｒ－Ｖａｌ－ＯＨ　２５［配列番号２１］及びビ
ニルパルミテートのチオール－エン反応生成物２６
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６２１】
【表１】

【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６３４】
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【表２】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６３５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０６３５】
【表３】

【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０６３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６３６】
【表４】
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【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６６５】
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【表６】

【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６６８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０６６８】
【表７】

【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０６８５】
材料
　この実施例に使用されるＣＤ８＋　Ｔ細胞クローン（クローン４Ｄ９）により認識され
るペプチドエピトープ、ｐ４９５－５０３が下記に太字でコンストラクト配列内に示され
ている：
　１４２：Ａｃ－Ｃｙｓ－ＳＫＫＫＫ－ＮＬＶＰＭＶＡＴＶＫ（Ａｃ）－ＮＨ２［配列番
号２７］
　１３１：Ｐａｍ２Ｃｙｓ－ＳＫＫＫＫ－ＮＬＶＰＭＶＡＴＶＫ（Ａｃ）－ＮＨ２［配列
番号２７］
　１１０：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（Ａｃ）－ＳＫＫＫＫ－ＮＬＶＰＭＶＡＴＶＫ（Ａｃ）－ＮＨ
２［配列番号２７］
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６９０】
材料
　この実施例に使用されるＣＤ８＋　Ｔ細胞クローン（クローン２Ｆ２）により認識され
るペプチドエピトープ、ｐ１５７－１６５が下記に太字でコンストラクト配列内に示され
ている：
　１４３：ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬＡＱＰＰＳＧＱＲＲ－ＯＨ［配列番
号１８］
　１４４：ＳＫＫＫＫ－ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬＡＱＰＰＳＧＱＲＲ－
ＯＨ［配列番号１７］
　１１２：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（Ａｃ）－ＳＫＫＫＫ－ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶ
ＦＬＡＱＰＰＳＧＱＲＲ－ＯＨ［配列番号２４］
　１１１：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（ＮＨ２）－ＳＫＫＫＫ－ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰ
ＶＦＬＡＱＰＰＳＧＱＲＲ－ＯＨ［配列番号２４］
　１３２：Ｐａｍ２Ｃｙｓ－ＳＫＫＫＫ－ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬＡＱ
ＰＰＳＧＱＲＲ－ＯＨ［配列番号２４］
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６９５】
材料
　この実施例に使用されるＣＤ４＋　Ｔ細胞クローン１Ｂ７及び１Ｃ１１により認識され
るペプチドエピトープ、ｐ１５７－１７０が下記に太字でコンストラクト配列内に示され
ている。
　１４３：ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬＡＱＰＰＳＧＱＲＲ－ＯＨ［配列番
号１８］
　１４４：ＳＫＫＫＫ－ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬＡＱＰＰＳＧＱＲＲ－
ＯＨ［配列番号１７］
　１１２：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（Ａｃ）－ＳＫＫＫＫ－ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶ
ＦＬＡＱＰＰＳＧＱＲＲ－ＯＨ［配列番号２４］
　１１１：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（ＮＨ２）－ＳＫＫＫＫ－ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰ
ＶＦＬＡＱＰＰＳＧＱＲＲ－ＯＨ［配列番号２４］
　１３２：Ｐａｍ２Ｃｙｓ－ＳＫＫＫＫ－ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬＡＱ
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ＰＰＳＧＱＲＲ－ＯＨ［配列番号２４］
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７０１】
材料
　この実施例に使用されるＣＤ８＋　Ｔ細胞クローン１Ｄ７により認識されるペプチドエ
ピトープ、ｐ９２－１００が下記に太字でコンストラクト配列内に示されている：
　１４５：ＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭＰＦＡＴＰＭＥＡＥＬＡＲＲＳＬＡＱＤＡ
ＰＰＬ－ＯＨ［配列番号５］
　１１４：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（Ａｃ）－ＳＫＫＫＫ－ＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭＰ
ＦＡＴＰＭＥＡＥＬＡＲＲＳＬＡＱＤＡＰＰＬ－ＯＨ［配列番号２５］
　１１３：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（ＮＨ２）－ＳＫＫＫＫ－ＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭ
ＰＦＡＴＰＭＥＡＥＬＡＲＲＳＬＡＱＤＡＰＰＬ－ＯＨ［配列番号２５］
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７０２】
　この実施例において使用されるＣＤ８＋　Ｔ細胞クローン１Ｆ１０により認識されるペ
プチドエピトープ、ｐ９６－１０４が、下記太字でコンストラクト配列内に示される：
　１４５：ＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭＰＦＡＴＰＭＥＡＥＬＡＲＲＳＬＡＱＤＡ
ＰＰＬ－ＯＨ［配列番号５］
　１１４：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（Ａｃ）－ＳＫＫＫＫ－ＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭＰ
ＦＡＴＰＭＥＡＥＬＡＲＲＳＬＡＱＤＡＰＰＬ－ＯＨ［配列番号２５］
　１１３：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（ＮＨ２）－ＳＫＫＫＫ－ＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭ
ＰＦＡＴＰＭＥＡＥＬＡＲＲＳＬＡＱＤＡＰＰＬ－ＯＨ［配列番号２５］
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７０８】
材料
　この実施例に使用されるＣＤ８＋　Ｔ細胞クローン１Ｃ１１により認識されるペプチド
エピトープ、ｐ１２５－１３３が下記に太字でコンストラクト配列内に示されている：
　１４７：ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴＩＲＬＴＡＡＤＨＲ－ＯＨ［配列番号１
２］
　１１６：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（Ａｃ）－ＳＫＫＫＫ－ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴ
ＩＲＬＴＡＡＤＨＲ－ＯＨ［配列番号２６］
　１１５：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（ＮＨ２）－ＳＫＫＫＫ－ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬ
ＴＩＲＬＴＡＡＤＨＲ－ＯＨ［配列番号２６］
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０７１３】
材料
　この実施例に使用されるペプチドコンストラクトが、下記に示される：
　１４７：ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴＩＲＬＴＡＡＤＨＲ－ＯＨ［配列番号１
２］
　１１６：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（Ａｃ）－ＳＫＫＫＫ－ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴ
ＩＲＬＴＡＡＤＨＲ－ＯＨ［配列番号２６］
　１１５：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（ＮＨ２）－ＳＫＫＫＫ－ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬ
ＴＩＲＬＴＡＡＤＨＲ－ＯＨ［配列番号２６］
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７１４】
　この実施例に使用されるＣＤ４＋クローン１Ｅ４により認識される推定上のペプチドエ
ピトープｐ１２７－１３８が、下記に太字でコンストラクト配列内に示される：
　１４７：ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴＩＲＬＴＡＡＤＨＲ－ＯＨ［配列番号１
２］
　１１６：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（Ａｃ）－ＳＫＫＫＫ－ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴ
ＩＲＬＴＡＡＤＨＲ－ＯＨ［配列番号２６］
　１１５：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（ＮＨ２）－ＳＫＫＫＫ－ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬ
ＴＩＲＬＴＡＡＤＨＲ－ＯＨ［配列番号２６］
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７１５】
　この実施例に使用されるＣＤ４＋クローン１Ｄ６により認識される推定上のペプチドエ
ピトープｐ１２１－１３２が、下記に太字でコンストラクト配列内に示される：
　１４７：ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴＩＲＬＴＡＡＤＨＲ－ＯＨ［配列番号１
２］
　１１６：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（Ａｃ）－ＳＫＫＫＫ－ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴ
ＩＲＬＴＡＡＤＨＲ－ＯＨ［配列番号２６］
　１１５：Ｐａｍ１Ｃｙｓ（ＮＨ２）－ＳＫＫＫＫ－ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬ
ＴＩＲＬＴＡＡＤＨＲ－ＯＨ［配列番号２６］
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】配列表
【補正方法】変更
【補正の内容】
【配列表】
2016523891000001.app
【手続補正２４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　下記式（Ｖ）：
【化１】

［式中、
　ｍは、０～４の整数であり；
　ｎは、１又は２であり；
　ｍの各場合でのＲ１及びＲ２は、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－６アルキル又はＣ３
－６シクロアルキルであり；
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ８及びＲ９は、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－６アルキル又は
Ｃ３－６シクロアルキルであり；又はＲ９は、Ｌ３－Ｃ（Ｏ）又はＡ２であり；
　ｎの各場合でのＲ６及びＲ７は、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－６アルキル又はＣ３
－６シクロアルキルであり；
　Ｌ１は、Ｃ５－２１アルキル又はＣ４－２０へテロアルキルであり；
　Ｌ３は、Ｃ１－６アルキル又はＣ３－６シクロアルキルであり；
　Ａ１及びＡ２は、それぞれ独立して、ペプチドであり；又はＡ１はＯＨであり；
　但し；
　Ａ１及びＡ２の少なくとも１つは、エピトープを含み；そして
　Ｒ９がＡ２でない場合、Ａ１はペプチドであり、
　ここでＲ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｌ１及びＬ３の何れ
かに存在する何れかのアルキル、シクロアルキル又はヘテロアルキルは、任意に置換され
る］で表される化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項２】
　Ｌ１がＣ５－２１アルキルであり、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　ｍが、０～２の整数である、請求項１又は２に記載の化合物。
【請求項４】
　ｍの各場合でのＲ１及びＲ２がそれぞれ独立して、水素である、請求項１－３の何れか
１項に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ３が水素である、請求項１－４の何れか１項に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ４及びＲ５がそれぞれ水素である、請求項１－５の何れか１項に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ６及びＲ７がそれぞれ水素である、請求項１－６の何れか１項に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ８が水素であり、そしてＲ９が水素、Ｌ３－Ｃ（Ｏ）、又はＡ２である、請求項１－
７の何れか１項に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｌ３がＭｅである、請求項１－８の何れか１項に記載の化合物。
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【請求項１０】
　前記ペプチドがペプチドエピトープを含む、請求項１－９の何れか１項に記載の化合物
。
【請求項１１】
　Ａ１が、第１のＮ末端アミノ酸残基としてセリンを含むペプチドである、請求項１－１
０の何れか１項に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｌ１がＣ１１－２１アルキルであり；ｍが０であり；Ｒ３が水素であり；Ｒ４及びＲ５
がそれぞれ水素であり；ｎが１であり；Ｒ６、Ｒ７及びＲ８がそれぞれ水素であり；Ｒ９
が水素又はＬ３－Ｃ（Ｏ）であり、ここで、Ｌ３はメチルである、請求項１に記載の化合
物。
【請求項１３】
　前記ペプチドが、下記：
　ａ．配列Ｘａａ１Ｘａａ２Ｘａａ３Ｘａａ４ＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭＰＦＡ
ＴＰＭＥＡＥＬＡＲＲＳＬＡＱＤＡＰＰＬ［配列番号１］からの８又はそれ以上の連続す
るアミノ酸残基、ここで前記配列において、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、Ｘ
ａａ２は不在であるか、又は親水性アミノ酸であり、Ｘａａ３は不在であるか、又は親水
性アミノ酸であり、そしてＸａａ４は不在であるか、又は１又は２以上の親水性アミノ酸
であり、
　ｂ．配列Ｘａａ１Ｘａａ２Ｘａａ３ＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭＰＦＡＴＰＭＥ
ＡＥＬＡＲＲＳＬＡＱＤＡＰＰＬ［配列番号２］からの８又はそれ以上の連続するアミノ
酸残基、ここで前記配列において、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、Ｘａａ２は
不在であるか、又は親水性アミノ酸であり、そしてＸａａ３は不在であるか、又は１～１
０個の親水性アミノ酸であり、
　ｃ．配列Ｘａａ１Ｘａａ２ＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭＰＦＡＴＰＭＥＡＥＬＡ
ＲＲＳＬＡＱＤＡＰＰＬ［配列番号３］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、
ここで前記配列において、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、そしてＸａａ２は不
在であるか、又は１～４個の親水性アミノ酸であり、
　ｄ．配列ＳＫＫＫＫＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭＰＦＡＴＰＭＥＡＥＬＡＲＲＳ
ＬＡＱＤＡＰＰＬ［配列番号４］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、
　ｅ．配列ＧＡＲＧＰＥＳＲＬＬＥＦＹＬＡＭＰＦＡＴＰＭＥＡＥＬＡＲＲＳＬＡＱＤＡ
ＰＰＬ［配列番号５］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、
　ｆ．配列ＬＡＭＰＦＡＴＰＭ［配列番号６］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸
残基、
　ｇ．ＦＡＴＰＭＥＡＥＬ［配列番号７］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基
、
　ｈ．配列Ｘａａ１Ｘａａ２Ｘａａ３Ｘａａ４ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴＩＲ
ＬＴＡＡＤＨＲ［配列番号８］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、ここで前
記配列において、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、Ｘａａ２は不在であるか、又
は親水性アミノ酸であり、Ｘａａ３は不在であるか、又は親水性アミノ酸であり、そして
Ｘａａ４は不在であるか、又は１又は２以上の親水性アミノ酸であり、
　ｉ．配列Ｘａａ１Ｘａａ２Ｘａａ３ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴＩＲＬＴＡＡ
ＤＨＲ［配列番号９］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、ここで前記配列に
おいて、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、Ｘａａ２は不在であるか、又は親水性
アミノ酸であり、そしてＸａａ３は不在であるか、又は１～１０個の親水性アミノ酸であ
り、
　ｊ．配列Ｘａａ１Ｘａａ２ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴＩＲＬＴＡＡＤＨＲ［
配列番号１０］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、ここで前記配列において
、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、そしてＸａａ２は不在であるか、又は１～４
個の親水性アミノ酸であり、
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　ｋ．配列ＳＫＫＫＫＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴＩＲＬＴＡＡＤＨＲ［配列番
号１１］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、
　ｌ．配列ＶＰＧＶＬＬＫＥＦＴＶＳＧＮＩＬＴＩＲＬＴＡＡＤＨＲ［配列番号１２］か
らの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、
　ｍ．配列ＥＦＴＶＳＧＮＩＬ［配列番号１３］からの８又はそれ以上の連続するアミノ
酸残基、
　ｎ．配列Ｘａａ１Ｘａａ２Ｘａａ３Ｘａａ４ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬ
ＡＱＰＰＳＧＱＲＲ［配列番号１４］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、こ
こで前記配列において、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、Ｘａａ２は不在である
か、又は親水性アミノ酸であり、Ｘａａ３は不在であるか、又は親水性アミノ酸であり、
そしてＸａａ４は不在であるか、又は１又は２以上の親水性アミノ酸であり、
　ｏ．配列Ｘａａ１Ｘａａ２Ｘａａ３２ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬＡＱＰ
ＰＳＧＱＲＲ［配列番号１５］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、ここで前
記配列において、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、Ｘａａ２は不在であるか、又
は親水性アミノ酸であり、そしてＸａａ３は不在であるか、又は１～１０個の親水性アミ
ノ酸であり、
　ｐ．配列Ｘａａ１Ｘａａ２２ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬＡＱＰＰＳＧＱ
ＲＲ［配列番号１６］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、ここで前記配列に
おいて、Ｘａａ１は不在であるか、又はＳであり、そしてＸａａ２は不在であるか、又は
１～４個の親水性アミノ酸であり、
　ｑ．配列ＳＫＫＫＫＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬＡＱＰＰＳＧＱＲＲ［配
列番号１７］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、
　ｒ．配列ＬＱＱＬＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦＬＡＱＰＰＳＧＱＲＲ［配列番号１８
］からの８又はそれ以上の連続するアミノ酸残基、
　ｓ．配列ＳＬＬＭＷＩＴＱＣＦＬＰＶＦ［配列番号１９］からの８又はそれ以上の連続
するアミノ酸残基、
　ｔ．配列ＳＬＬＭＷＩＴＱＣ［配列番号２０］からの８又はそれ以上の連続するアミノ
酸残基、
　ｕ．配列番号１－２０の何れか１つの配列、又は
　ｖ．複数の上記（ａ）～（ｕ）の組合せ、
から成る群から選択されたアミノ酸配列を含むか、それらから実質的に成るか、又はそれ
らから成る、請求項１－１２の何れか１項に記載の化合物。
【請求項１４】
　有効量の請求項１～１３の何れか１項記載のペプチド接合体、又は医薬的に許容できる
その塩又は溶媒和物、及び医薬的に許容できる担体を含む医薬組成物。
【請求項１５】
　対象にワクチン接種するか又は免疫応答を誘発するための請求項１～１３の何れか１項
に記載のペプチド接合体、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項１６】
　請求項１～１３のいずれか１項に記載のペプチド接合体を製造するための方法であって
、該方法は、
　脂質含有接合パートナー、及び
　アミノ酸含有接合パートナー、
を、チオールによる炭素－炭素二重結合のハイドロチオール化により、脂質含有接合パー
トナーを、アミノ酸含有接合パートナーに接合するのに効果的な条件下で、反応せしめる
ことを含んで成り、
　ここで、アミノ酸含有接合パートナーは、ペプチド含有接合パートナーである、上記方
法。
【請求項１７】
　請求項１～１３のいずれか１項に記載のペプチド接合体を製造するための方法であって
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、該方法は、
　脂質含有接合パートナー、及び
　アミノ酸含有接合パートナー、
を、アミノ酸接合体を得るために、チオールによる炭素－炭素二重結合のハイドロチオー
ル化により、脂質含有接合パートナーを、アミノ酸含有接合パートナーに接合するのに効
果的な条件下で、反応せしめ；及び
　ペプチド接合体を得るために、アミノ酸接合体をアミノ酸又はペプチドにカップリング
することを含んで成る、上記方法。
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